
 

 

7月 16日（火）、今年度 2回目の寄宿舎避難訓練が行われました。今回は、夜、寝静まった時間

帯の火災を想定して行われた避難訓練でした。訓練開始とともに非常ベルが寄宿舎内、そして、平取

町内に鳴り響きました。不安そうな舎生もいましたが、放送や指導員の指示に従って、布団から出て、

非常口から外へ。近隣から応援に駆けつけた教職員も誘導に加わり、舎生全員が安全に落ち着いて避

難することができました。避難後は、夜間にも関わらず来校してくださった平取消防署の方より訓練

の講評を頂きました。この訓練の前には、避難に関する説明や避難経路を実際に歩いて確認する事前

指導を行ってきました。日頃から人員確認や返事の練習、整列することを積み重ねてきたことで、当

日もその成果を発揮して、50名程の舎生が素早く落ち着いて安全に避難できました。 

現在まで、日中の火災、夜間の火災の避難訓練を終え、2学期には、地震と土砂災害を併せた避難

訓練を実施する予定です。消防署の方々、地域住民の方々の御理解と御協力の下、これからも舎生が

安全安心な寄宿舎生活を送れるように避難訓練を実施していきたいと思います。  

（2024年７月 16日） 


